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技術の特徴
・ステリグマトシスチン（STE）は，アフラトキシンB1（AFB1）と構造的に似ており，発癌性があり，以前穀類からの汚染が認

められた。最近の分析機器を用いての分析法を検討し，確実に同定し定量できる方法を開発した。
・STEの類似化合物であるAFB1産生菌は，年平均気温16℃以上の地域の土壌から分離されている。アフラトキシンB1，
B2，G1，G2（AFB1,B2,G1,G2）については，STEと同じクロマトグラフの条件下で，検出できるかどうかについても検討した。

研究の内容
・STEを，オートプレップカラムで精製すると，良好な精製ができた。
・STEの分析には，HPLCの方がGC-MSより感度が高かったので，以後の分析にはHPLCを用いることにした。
・HP製のHPLCを使用し，STEを分析しフォトダイオードアレイ検出器（DAD）で検出すると，0.20 ngから検出出来た。AFB1

を無水トリフルオロ酢酸で処理（TFA化）し，蛍光検出器（FLD）で検出すると， AFB1を，0.0010 ngまで検出できた（表－１）。
・HPLCで， AFB1，B2，G1，G2とSTEの同時に分析を試みた。TFA化しないで，STEをDADで検出すると，0.20 ngまで，AFB1，
B2，G1，G2を，2.0 ngまで検出できた（図－１）。
・バガス１点およびコメのサンプル９点からは，STE，AFB1，B2，G1，G2は検出されなかった。

表－１ アフラトキシンB1（AFB1）とステリグマトシスチン（STE）の検出

図－１ AFB1，B2，G1，G2とSTEのHPLCによる分析
今後の展開：ＳＴＥを含む標準試料の作成法について検討する。
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